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安曇野にはさまざまな野生動物たちが暮らして
いますが、夜行性の動物も多く、なかなか近く
でみることはありま
せん。そんな動物
たちの生態やつな
がりについて剥製
を展示しながら紹
介します。

注目の展覧会

春季企画展  はくせい動物園
安曇野市豊科郷土博物館

2月23日金㊗～5月19日日
工芸作家・木下五郎は金属で作ったレリーフを組み
合わせて森羅万象の「かたち」を描き出します。本展で
は幅10メートルの大作など約60点を展示します。生

命のエネルギー溢れる金属芸
術の世界をお楽しみください。

銅やアルミ、金箔などを使い、金属
特有の錆を出して作る平面作品。

貌&象 SILVA MATER ―森は母― 木下五郎彫鍛金展
安曇野市豊科近代美術館

5月1日水～6月2日日
田淵行男ののこした
蝶の水彩画の中から、
ことしは安曇野の里や
里山に生息する蝶の
水彩画を展示します。

田淵行男「ギフチョウ」1947年
《遠い記録》1973年
（豊田市美術館蔵）

田淵行男細密画展「安曇野の蝶」
田淵行男記念館

4月23日火～6月9日日
1914年生まれの髙橋節
郎は、今年生誕110年を
迎えます。これを記念し
て、愛知県の豊田市美術
館にある作品を借り、普
段安曇野で観る機会の
ない作品を紹介する特別
展です。

生誕110年記念特別展
安曇野髙橋節郎記念美術館

9月14日土～12月1日日

現在、市内には83の区があり、地域のコミュニ
ティを形成しています。その地域コミュニティが

果たしてきた行政や
文化、福祉などの歴
史や役割について、
区有文書を手がか
りに紹介します。

前期企画展
「今に繋ぎ、伝えてきた区の史実」

安曇野市文書館

5月12日日～8月30日金
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臼井吉見文学館

安曇野市文書館

貞享義民記念館
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飯沼飛行士記念館

●７.12-14:00～15:30
　臼井吉見れんげ忌講演会（講師：阿川佐和子氏）

●9.15-13:30～15:00　講座「臼井と紡ぐ」 ●11.17-時間未定　講座「小説『安曇野』ゆかりの地を巡る」 ●2.16-13:30～15:00
　講座「バックヤードツアー ～文書館って何するところ～」

●①5.18　②6.1
　貞享騒動基礎講座
　『松本平最大のヒーロー』

●6.15　臨地講座 貞享騒動旧跡巡り

●5.6-10:00～　彫金体験ワークショップ「銅板でオリジナル表札を作ろう！」※要事前申込

●11.9  「籾は死なず」
　上映会 安曇野から考える人権展

●11.21-22　貞享義民記念館無料開館日

●5.1-3　友の会展①
　山草・サクラソウ

22 5月未定

高田博厚・宮芳平・地域の作家を常設展示　

春季企画展

食卓の風景
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田淵行男細密画展「安曇野の蝶」
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友の会展②
ボタニカルアート・写真

安曇野市教育委員会　教育部 
文化課　文化振興担当 
安曇野市豊科6000番地
tel.0263-71-2463

名前
な まえ

問合せ先

地域の歴史をまとめた本

※都合により日程を変更する場合があります。

友の会展③

絵手紙・戦時生活

友の会展④

書芸
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6
星座無限

78 89
夏季展示

夏季企画展
古地図から見える江戸時代の安曇野

（改修工事の為）長期休館

（改修工事の為）長期休館

貌&象  SILVA MATER
―森は母― 木下五郎彫鍛金展

124

デザインプロジェクト「人権ポスター展」

114
生誕110年記念特別展

2 3/31（予定）

無料開館

10月5日（土）
10月6日（日）

入館料について

特別展により入館料が
変更になることがありますので

ご注意ください。

美術館・博物館へ

来館される

みなさんへ

4つのマナーを
守りましょう

走らない
食べたり飲んだりしない
さわらない
おしゃべりは小さな声で

国際博物館の日記念 花蝶風月

●7.21-13:30～15:00
　講座「文書等からひもとく
　お宮あれこれ」 ●10.20-13:30～15:00　講演会（講師：森鷗外記念館 館長）

●5.19-13:30～15:00
　講座「地域コミュニティ
　を生きる」

●6.16-13:30～15:00
　講演会「過疎化の中で
　地域資料を守る」

冬季休館
2828

●8.3  夏の親子陶芸教室 ●11.9  秋の親子陶芸教室
●3.22

春の親子陶芸教室

冬季休館
2815

冬季休館
2828
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野生動物の世界をたのしく学べる展
示です。

今年、臼井吉見の小説『安曇野』が完結
（1974 年）してから50周年を迎えます。臼井

吉見の自筆原稿や親交を深
めた多くの作家の手紙、葉書
を紹介します。

小説『安曇野』 完結50周年企画「邂逅」
安曇野市文書館 ・ 臼井吉見文学館

9月15日日～12月27日金

作家である三浦綾子から臼井への手紙で
す。臼井の体調を心配している様子も書
かれています。

毎月第3日曜日に開催する、陶芸教室の日は、お得な料金で陶芸体験できます。 

木下五郎《霄壌之器―貌―》2023年
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